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お金についての情報を、もつとくらし
に役立ててほしい。そのために必要な
情報をわかりやすく届けたい。そんな
思いで活動しています。

「山形県金融広報委員会とは?」
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令和6年10月19日(士)、山形テルサにおいて、日本FP協会山形支部及び金融経済教育推進機構

U・凡EC)との共催により、二部構成で金融・経済講演会を開催しました。第一部では講師として菊問千

乃氏(弁護士)をお迎えし、『自分の人生を描く~デジタル社会に向けてのライフプランのヒント~』をテー
マに、目標設定の重要性やそれを前向きに達成するための意識について学べる講演となりました。第二部

では、ファイナンシャルプランナーの武田幸夫氏による『FP視点の相続対策~充実したセカンドライ

フと「争続」回避、賢い生前贈与~』をテーマに講演が行われました。280名を超える方々にご参加いただき、

「大変参考になった」「楽しく勉強できた」等の感想が寄せられました。また、日本印協会山形支部によ

るライフプラン、家計の見直しなどのくらしとお金に関する無料個別相談会も同時開催しました。

^

^

^

、.

■.』

と

t§'4

^

天?3ぽ3と

、闇

^ 11

哩=>"

!L

U

一

^

智

^

^

;゛

冒 4

^

会

.,、,

.

^

(第一部菊間千乃氏による講演)
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お金は誰もが日々使うものであり、「お金との付き合い方は、必要不可欠な生活スキル」との
意識を持ち、お金の知識判断力をしっかり身に付けることが大切です。トラブル防止に役立
つだけでなく、生活や人生をより充実したものにします。
昨年、わが国の金融経済教育や資産形成の枠組みが大きく整備されました。金融経済教育を
推進するための中立・公正な認可法人として、金融経済教育推進機構U・凡EC)が設立されたほか、
資産形成に関しては、新NISA(ニーサ)がスタートし、非課税枠が拡大され、活用の幅が広がり
ました。

企業や学校では、原則10人以上などの要件を満たせぱ、J・凡ECに無料で講師派遣を依頼でき、
「社会人として知つておきたいお金の三副、「りタイア前後に知っておきたいお金の三剖といった
テーマで話をしてもらうことができます。中立公正なJ・凡ECの講師を招いて、あるいはセミナー
や個別相談に参加して、お金について学んでみませんか。
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お金の知識をあなたの力に
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天)31ぎ3とは、金融広報委員会の愛称です。

(第二部武田幸夫氏による講演)

知るぽるとのΠまると」とは、「港」「入口」の意味。金融の情報が集まる「港」として、
金融知識の身近な「入り口」として、さまざまな活動を展開しています。
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くらしに役立つ金融情報の普及活動

金融広報アドバイザー・J・FLEC講師派造事業(講座)
.............................................................................................................................

団体・グループ等からの派遣依頼を受けて、 9月までは金融広報アドバイザーを講師として派遣しまし
た。10月以降は新たに設立された金融経済教育推進機構U・凡EC)の認定講師を派遣しています。
金融経済教育推進機構 U・F正C)と連携し、『くらしに役立つ金融経済情報を、中立・公正な立場から
広めていこう』という目的・社会的意義に賛同して活動しています。
令和6年度は、 30講座の講師派遣を行いました。

^

知るぽると生活講座

広く県民の方々に金融経済全般について学ぶ機会を提供しようと、各市町村との共催により講座を開催
しています。令和6年は、山形市(2回)、東根市 B回)、天童市(1回)で開催しました。
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金融経済知識の普及活動皿匪匪囲
...........................................................

金融経済教育推進機構 U・凡EC)の講師派遣

事業とは別に、山形財務事務所では、金融経済知

識普及のため、 NISAの制度周知や、金融トラブ

ルに関する注意喚起等を内容とした講座を行って
います。

子育て世代には人生の三大資金やNISA制度、

シニア世代には金融犯罪被害防止のための対策な

ど、参加者の二ーズに応じた内容になるよう工夫

を凝らしています。講座に併せて、日本の財政の

現状について知ってもらうための話をすることも

あります。

これからも、効果的な講座の実施を通じて、地

域の金融経済知識の普及に貢献したいと考えてい

ます。
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◆ヲイコプ,ンを毒叉τみよ3

◆人生の三弐貴金(敦育.性宅.宅撞)

◆簀塵慰属にっいて(N 1 主貞)
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金融・金銭教育の推進活動

金融経済教育研究校の活動支援

お金に関する幅広い学習を通じて、子どもたちの「生きる力」を育む金融経済教育を推進するため、
育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校などを対象として、「金融経済教育研究キ刻
指定しています。令和6年度は、下記の2校が金融経済教育研究校として研究活動に取り組みました。

.............................................................................................................................

指定2年目の東北文教大学山形城北高等学校では、8月30日
(金)やまぎん県民ホールにおいて、生徒、保護者約1,500人を
対象に、元衆議院議員でタレントの杉村太蔵氏による金融教育
講演会が開催されました。杉村氏のユーモアあふれる語り口で
会場は大いに盛り上がりました。
また、 11月28日(木)には、 2学年12クラス368名か旧銀

東北文教大学山形城北高等学校

山形学院高等学校

学校名

」

^
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こ^冒
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うj をテーマに、生徒が白分の選択した生活はどんな家計収支にな
るかを考え、発表することで理解を深める様子を参観することがで
きました。

^'一剛

^

金融経済教育研究校とは

゛明■

...................................................

指定期問

令和5年度~令和6年度

金融経済教育研究校とは、「金融経済教育j
を具体的に実践し、その効果的な方法を研究
することを目的として、「金融りテラシー・
マップ」※と紐づく内容から、各学校が授業
や地域活動に沿って、主体的かつ自由に研究
テーマ・活動に取り組む学校のことで、県内
の高等学校や中学校などを指定し、J・凡EC
や関係機関と連携し、支援を行っています。
当委員会では金融経済教育に取り組む学校
に支援を行うために、「金融経済教育研究キ刻
を年度毎1校指定しています。指定期間は2
年問で、①教育研究費の助成、②講師の無料
派遣、③金融経済教育に関する資料の提供な
どを支援します。

研究校の指定を希望する学校は、事務局ま
でご相談ください。
※金融りテラシー・マップとは、「最低限身に付け

るべき金融りテラシー」を、年齢層別に、体系的か

つ具体的に記したものです。

オンライン授業に取り組
みました。校内スタジオ

令和6年度~令和7年度

と各教室、日銀本店とオンライン接続し、日本銀行の統計を活用
した就職環境や金融トラブルの予防策などを学び、実践的な金融
教育授業となりました。 -f^、 司^

12月12日(木)に行わ

^

れた公開授業では、「将来
の経済生活について考えよ

1
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NISA(少額投資非課税制度)
知っていますか?

NISAは、安定的な資産形成を支援するための制度で
す。通常、株式や投資信託など売却して得た利益や受け
取った配当に対して約20%の税金がかかりますが、
NISA口座で投資した金融商品から得られる利益は非課
税になります。
2024年1月から新制度がスタートしており、より長
期的な視点で資産形成に取り組めるようになりました。
詳しくは金融庁HPをご覧ください。

(https://WWW.fsa.80.jp/PO[icy/nisa2/index.htm[)
NISAを利用するためには、銀行や証券会社などの金
融機関で「NISA口座」を開設する必要がありますが、
いつでも利用を始めることができます。
投資{こは元本割れのりスクがありますが、「長期」「積
立」「分散」といったポイントを押さえることで、りス
クを軽減し、より安定的な資産形成を期待することがで
きます。
自分のライフプランを考え、それぞれのライフステー
ジの変化に応じて必要になる資金の確保を考える際、
NISAの利用も検討してみてはいかがでしょうか。
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J・FLEC との連携
.....................................................................................................

金融経済教育推進機構 U・凡EC)とは、国民の二ーズに応えた金融経済教育の機会を全国的に拡充し
ていくことを目的とし、 2024年4月に設立された中立・公正な認可法人です。
山形県金融広報委員会では、J・F正Cと連携して、様々な金融経済教育を行っています。

1詐
FLECが行う主な事業
講師派遣事業
イベント・セミナー事業
U・F正Cはじめてのマネープラン」無料体験事業
「J・凡ECはじめてのマネープラン」割引クーポン配付事業
学習教材の提供など学校等への支援事業

J・FLEC認定講師を派造しています

トJ・F正Cのホームページを通じて、いろいろな金融知識を得ることができます。
J・FLECホームページはこちら◆

.....................................................................................................

山形県金融広報委員会ではJ・凡ECと連携して、企業や学校・公民館等に講師を派遣し、金融経済に関
する様々なテーマの出張授業を無料で実施しています。
ト講師派遣の概要
実施日時土日・祝日を問わず、講師を派遣(年末年始 12/29~ν10 を除く)
講義内容金肩齢呈済に関する内容全般(金融りテラシー・マップ)に沿って、年齢層別に最低限身につけ

るべき金融りテラシー(お金に関する知識・判断力)を習得いただけるような授業
講義時問 45~120分程度(ご要望に応じて調整します)
講義方法対面・オンライン※会場は、申込者がご用意ください
講師派遣料講師料や派遣に係る交通費は無料 U・凡ECが負担します)
申込方法「お申し込みから講師派遣までの流れ」をお読みのうえ、講師派遣希望日の 45日前まで、

J・F正C のホームページ内にある「講師派遣申込フォーム」から必要事項を入力のうえお申し
込みください。

※Web フォームの利用が難しい方は、 J・FLEC に電話(050-3538-5773)していただくか、
50日前まで当委員会にファックス(023-625-8186)で申し込んでください。

トJ・F正C講師お申し込みから講師派遣までの流れ

」"FLECのホームページ

からお申し込み

https://WWW.j・ftec.80.jp/回_

(注意事項)
・受講者は、原則として 10人以上です。
・会場・機材の手配や参加者に紙で講義資料を配付する場合の印刷は、申込者において費用負担のうえ行っ
てください。

・個社の営業活動やその他収益を得ることを目的とした活動への派遣依頼はお受けできません。
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广県では、24時問受付可能なW此フォームで消費生活相談を受け付けています。 188ケロ!占六耆
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」・FLECから申込者

へのご連絡
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講義内容に関する

講師との打ち合わせ

山形県金融広報委員会 TEL023・6303237
〒990-8570

山形市松波二丁目8番1号山形県消費生活・地域安全課内

FAX 023-625-8186 hせPS://WWW3.boj.or.jp/yamaEata/yamakinkou.htm

講師派造の実施 アンケート提出
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